残留薬への対応 by 保崎 京子 et al.
VOL 26NO.1 2006 静岡赤 十字病院研究報




15年度357%, 平成 16年度349%, 平成 1711度
348%と横はいの状態である


















平成 16年度 748人, 平成 17年度 852人と,平成
16年度から平成度 17年は大きく伸びている 逆紹
介数は,平成 15年度 520人,平成 16年度 700人,


















































投 l」―日数 lヵ月以内 ⇒ 1カ月間保存
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月  日現在 業をそけ取つていない患者
患者名患者こ写      rl















皿。結   果
診療科にお知らせカードを送るまでの日数を短縮
することにより残薬の処分件数が減少した (表1).









7日後残数 2日後残数 処分数 処 / 残 残 /全 処 /全
11年 8141ト 0 29(7)
12年 355件 0 12γ)
13年1～6月 126件 0 09(I)
l3+7-r2E 43(3件 1211′ト 27 9(1)0・31%0 09,1)
13年合計 247件 0 09%
14年 681件 168件 24 7(′) 0 27%0 07(′)
15年 715件 157件 22 0%0 32%0 07(/)
16年 624件 106辛|: 17 0(/)0 36%0 06(I)
17年 544件 71件 13 1(I)0 38%0 05(,,
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